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あらまし：大学などでプログラミングを不得意とする学習者の支援に資することができ，大学生が受ける

授業で手軽に利用可能な C 言語エディタ Hello Cの開発が進められている．一般的な C言語の講義では，
多くの場合，Linux などの専門的な環境や，Visual Studio などのリッチな統合開発環境が利用される．し
かしながら，これらの環境は，プログラミングを初めて学ぶ学習者や，そもそもコンピュータの基本操作

に慣れていない学習者にとっては非常にハードルが高い．よって，Hello C は，プログラミングに十分に
慣れていない学習者にとって使いやすいユーザ体験を提供し，初学者のプログラミングに対する抵抗感

を低減することを目指している．本稿は，Hello Cの有効性について，Hello Cサーバの特徴であるラーニ
ングアナリティクス，初学者に有効な Hello C クライアントの UX の観点で議論することを目的とする． 
キーワード：プログラミング，C言語，学習用エディタ，初学者 

 
1. はじめに 
プログラミングは，コンピュータサイエンスにお

いて最も重要な技能と考えられている．加えて，近

年，プログラミング教育の重要性が広く認識されて

いる．実際，日本政府は現在，義務教育のカリキュ

ラムに対してプログラミングの基礎科目を導入する

ことを検討している．しかし，大学でのプログラミ

ング教育では，プログラミングを不得意とする学習

者を十分に支援できていない． 
大学などでの一般的な C言語の講義では，多くの

場合，Linuxなどの専門的な環境や，Visual Studio な
どのリッチな統合開発環境が利用される．しかしな

がら，これらの環境は，プログラミングに初めて触

れる学習者や，そもそもコンピュータの基本操作に

慣れていない学習者にとっては非常にハードルが高

い(1)．プログラミング初学者の中には，そもそもオペ

レーティングシステムの操作法，ファイル管理の概

念自体を十分に理解できていない学習者や，エディ

タの使い方をマスターしていない，タイピングに慣

れていないといった学習者も多く存在する．このよ

うな初学者は，タイプミス等による文法エラーが多

発していると言われている．非本質的な箇所での躓

きは本質的な学習を阻害し，最終的に，学習意欲の

減衰，知識不足を引き起こすと考えられる． 
以上に加えて，学習のための準備，すなわち開発

環境の構築という点も，従来のプログラミング教育

の大きな課題であると考えられている(2)．大学での

教育では，毎年多くの学習者がこの非本質的な問題

によって混乱し，多くの時間を失っている．この面

倒な作業は，プログラミングが困難な学習者のモチ

ベーションを大幅に低下させている可能性が高い． 
                                                        
1 https://helloc.kuroppi.net 

そこで，大学などでプログラミングを不得意とす

る学習者の支援に資するため，大学生が受ける授業

で手軽に利用可能な C 言語エディタである Hello C
の開発が進められている(3,4)．Hello Cは，プログラミ
ングに十分に慣れていない学習者にとって使いやす

いユーザ体験を提供できるため，初学者のプログラ

ミングに対する抵抗感の低減に十分に貢献できると

考えられる．本稿は，Hello Cの有効性について，Hello 
C サーバの特徴であるラーニングアナリティクス，

初学者に有効な Hello C クライアントの UX の観点

で議論することを目的とする． 
 
2. Hello C 

Hello C1は，Windows 用のプログラミング学習に特
化した C 言語用開発環境である．Hello C の外観を

図 1に示す．Hello Cは，初学者がプログラミング学
習を進める過程で，できる限り非本質的な認知負荷

を利用者に掛けないよう配慮している．具体的には，

簡易プロジェクト管理機能，簡易デバッガ機能，静

的解析機能，オートコンプリート機能，構文チェッ

ク機能，ソースコード圧縮保存機能，練習問題取得

機能などを提供している．Hello C は，Visual 
Basic .NET Framework 4.5 を用いて開発されている．
C言語のコンパイルは，Windows用 gccで行う． 
初学者向けのエディタはいくつか存在するが，他

にはない独自の機能として練習問題配信及び学習者

履歴の送信機能を有しており，これらはサーバサイ

ドアプリケーションである Hello C サーバ(5)によっ

て実現されている．Hello Cサーバにより，教授者は
学習者の回答状況の確認はもちろんのこと，正誤判

定結果や学習者の進捗状況を都度把握できるように 
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図 1 Hello Cの外観 
 

なる．Hello Cサーバの対象 OSは Ubuntu16.04，Web
サーバソフトウェアとして Apache2.4.29，データベ
ース管理システムとして MySQL10.1.28-MariaDB を
用いて構築された LAMP環境で動作し，開発言語は
PHP7.1.11，フレームワークは Cake PHP 3.6により開
発されている．プログラム開発演習の際，学習者は

Hello Cサーバの存在を意識することなく，練習問題
とそのテストケースを Hello C のメニューからダウ

ンロードできる．ダウンロード後，学習者は練習問

題で指示された要件を満たすような課題作成に取り

組む．その際，学習者が Hello C でコンパイルを行

う毎に，ソースコードの状態と実行結果(エラー出
力)が端末に記録され，課題提出などの際に Hello C
サーバに一括して送信される．この情報を教授者は

一元的に把握できるため，授業の進捗計画や学習者

の個別対応などといった学習支援が可能となる． 
Hello Cシステムは，練習問題の配信のみならず練習
問題の自動採点も可能である．自動採点機能につい

ては，Hello C サーバが Hello Cに配信したテストケ
ースを用いてクライアント側で正誤判定を行い学習

者のソースコードが正しいかをチェックできる．こ

れにより教授者は全ての学習者の提出したソースコ

ードの合否を自ら採点することなく判定することが

可能となった．このことは Hello C の他にはない利

点であり，Hello Cを利用することで，従来は容易で
はなかった学習支援が容易に実現可能となった． 
 
3. 学習支援機能の検討 
複数種類の実装をそれぞれ試行・評価しながら進

めていくプログラミングのサイクルは，探索的プロ

グラミングと定義される(5)．探索的プログラミング

には，エラー文を確認せず闇雲にプログラミングを

行っている学習活動も含まれていると考えられる．

このように，エラー文を確認せず試行を繰り返して

しまい，正解に近づけない方法は過去に定義されて

いないため，本論文ではこれを「推当て法」と定義

する．推当て法は，エラー文を確認しないことから，

「なぜプログラムが動かないのか」を学習者が十分

に追求せず，ただ単純にコード記述作業を行ってい

る可能性が高い．したがって，これは学習活動とし

て不適切であると考えられる．そこで，Hello Cのプ

ログラミング教育におけるラーニングアナリティク

スのツールのひとつとしての有効性を示すため，学

習者のコーディング過程データを対象とし，推当て

法を行っている学習者を教授者が推測可能とするこ

とは意義のある取り組みと考えられる． 
Hello C クライアントは初学者を対象として独自

に開発を始めたアプリケーションであるため，初学

者に特化した UI/UX，あるいは，初学者の円滑な学
習を支援するための補助機能を搭載可能である．そ

こで，初学者にとって学びやすいと言われているス

クリプト型言語のコンパイルエラー表示方式がC言
語学習においても有効かどうか，また，SIEM理論(6)

に基づき出力結果に応じて正解までの近さをフィー

ドバックとして学習者に返答しそれによる足場かけ

を行う機能が有効かどうかの 2 点を検証する．前者
については，シンタックスエラー修正課題による実

験，後者については，I/Oエラー修正課題による実験
から明らかにできると考えている．  
 
4. おわりに 
本稿では，大学生が受ける授業で手軽に利用可能

な C言語エディタ Hello Cの有効性について，Hello 
C サーバの特徴であるラーニングアナリティクス，

初学者に有効な Hello C クライアントの UX の観点

で議論することを目的とした． 
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